
答

町
長

　
　

農
業
集
落
排
水
を
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る
利
点
は
。

　
　
　
　
　
　
　

施
設
の
更
新

費
用
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な

ど
が
利
点
と
な
る
。

　
　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

現
在
運
用
し
て
い
る
市
原
・
原

田
地
区
の
他
、
新
田
・
北
山
・

中
山
地
区
の
計
画
が
あ
っ
た
が
、

な
ぜ
実
施
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

実
施

し
な
か
っ
た
地
区
は
市

街
化
区
域
に
隣
接
す
る

地
域
が
多
く
、
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
が
経
済

的
で
効
率
的
と
の
検
討

の
結
果
で
あ
る
。

　
　

市
街
化
区
域
の
公

共
下
水
道
事
業
が
平
成

23
年
度
に
終
わ
っ
た
が
、

こ
の
３
地
区
と
の
接
続

を
実
施
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

町
の
財
政
状

況
な
ど
や
雨
水
整
備
事
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
と
、
公

共
下
水
道
に
は
接
続
せ
ず
、
こ

の
３
地
区
に
つ
い
て
は
、
合
併

浄
化
槽
を
使
用
し
た
個
別
処
理

に
て
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　

　
　

農
業
集
落
排
水
を
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る
時
期
は
。

　
　
　
　

平
成
32
年
度
よ
り
供

用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

※
他
に
「
野
犬
対
策
に
つ
い
て
」

の
質
問
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
地
域
支
援
事
業
の
一
部
を
委

託
し
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
増

加
を
図
っ
て
は
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
度
か

ら
「
高
齢
者
世
帯
見
守
り
収
集

支
援
事
業
」
と
し
て
、
ご
み
の

排
出
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
に

対
す
る
支
援
を
委
託
に
よ
り
実

施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
元
気
な
高
齢
者
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生

き
が
い
づ
く
り
を
ど
う
支
援
し

て
い
く
考
え
か
。

　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
助

成
や
、
憩
い
の
サ
ロ
ン
事
業
に

関
す
る
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
な
ど
を
通
じ
て
、
高
齢
者

の
活
動
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

き
た
。

　

今
後
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

温
水
プ
ー
ル
建
設
、
さ
ら
に
、

中
央
公
民
館
の
施
設
機
能
を
再

考
し
、
活
動
の
場
を
拡
充
、
提

供
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　

高
齢
者
の
方
が
「
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
く
。

※
他
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
、
「
認
知
症
高

齢
者
の
現
状
と
課
題
」
な
ど
の

質
問
。

個人質問 町政を問う！

石川　義治 議員 公共下水道に接続する予定
農業集落排水事業の今後は

答

問

答

福
祉
課
長

高
齢
者
の
就
業
機
会
増
加
を

後藤　光明 議員 世帯見守り収集支援事業を
高齢者の就業機会増加は

答

問

問問

問

■シルバー人材センター

汚
水
処
理
事
業
の

　
　
効
率
的
な
運
用
を

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

問問問

答

町
長

■市原浄化センター

高
齢
者
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
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地
域
の
み
な
さ
ん
が
協
力

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
つ
つ
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
美

化
活
動
を
通
じ
て
、
町
全
体
に

協
働
意
識
の
醸
成
が
進
み
、
環

境
配
慮
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て

い
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
環
境
美
化
活
動
な

ど
を
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
支

援
し
、
協
働
に
よ
る

「
環
境
の
ま
ち
武
豊
」

を
目
指
す
。

　
　
子
ど
も
会
活
動

「
資
源
回
収
」
に
よ

る
収
入
減
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
が

資
源
の
大
切
さ
や
ご
み
を
出
さ

な
い
意
識
を
持
つ
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
、
報
奨
金
単
価

の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　　
　
リ
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
今
後
は
。

　
　
　
　
　
　

周
知
不
足
で
あ

る
が
、
今
後
も
根
気
強
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。

　

リ
ユ
ー
ス
意
識
を
高
め
、
ご

み
減
量
に
努
め
る
。

　
　
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
供
用

開
始
を
平
成
31
年
に
す
る
と
、

起
債
が
大
幅
に
増
え
、
供
用
開

始
を
平
成
34
年
に
す
る
と
、
財

政
が
平
準
化
さ
れ
、
起
債
も
そ

れ
ほ
ど
増
え
な
い
と
思
う
が
、

考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

屋
内
温
水
プ
ー

ル
の
建
設
を
、
財
政
調
整
基
金

の
約
15
億
円
を
取
り
崩
し
て
行

え
ば
可
能
と
な
る
が
、
そ
う
な

れ
ば
基
金
が
枯
渇
し
、
当
初
予

算
も
組
め
な
い
状
況
に
な
る
。

　

こ
れ
か
ら
大
き
な
事
業
が
残

っ
て
い
る
中
で
、
資
金
確
保
す

　

る
に
は
起
債
（
借
入
）
し
か
な

い
。
単
年
度
で
行
え
ば
、
起
債

が
増
え
て
し
ま
う
状
況
に
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
財
政
の
平

準
化
は
、
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
る
。

　

建
設
時
期
は
、
財
政
の
平
準

化
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
い
ろ

ん
な
形
、
側
面
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　

20
年
後
、
30
年
後

の
武
豊
町
を
見
据
え
、
起
債
を

増
や
し
て
も
事
業
を
や
る
べ
き

か
ど
う
か
を
検
討
し
、
建
設
時

期
を
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
　

地
方
創
生
事
業
に
組

み
込
め
な
い
か
、
ま
た
、
歳
入

も
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

個人質問町政を問う！

大岩　保 議員協働による環境のまちを目指す
環境施策の推進を

答

問

答

総
務
部
長

答

環
境
課
長

答

厚
生
部
長

財
政
負
担
に
な
ら
な
い

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

建
設
を

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や

子
ど
も
会
活
動
に
つ
い
て

青木　宏和 議員将来の武豊町を見据え判断する
屋内温水プールの建設時期は

答

問

問

問 問

問

答

町
長

答

町
長

答

副
町
長

■水辺クリーンアップ運動

■海老名市温水プール
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整備計画のグランドデザイン作成

　
　

廃
止
の
決
定
に
至
っ
た
状

況
や
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経

緯
は
。

　
　
　
　
　
　

建
設
後
36
年
間

に
わ
た
り
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
、
教
養
の
向
上
な
ど
を
目
的

に
運
営
し
て
き
た
。

　

こ
の
間
に
、
公
共
施
設
の
整

備
や
町
内
各
地
区
で
開
所
さ
れ

て
い
る
「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」
事

業
な
ど
、
高
齢
者
が
手
軽
に
楽

し
め
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
修
繕
費
の
増
加
や
、
利
用
者

の
減
少
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　
　

高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

廃
止
に
伴
う
具
体
的
な

代
替
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
。

　
　
　
　

高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
健
康

保
持
の
た
め
に
高
齢
者

が
集
え
る
場
所
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
憩
い

の
サ
ロ
ン
事
業
も
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。　

　

代
替
施
設
と
し
て
は
、
現
行

の
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
や
老
人

憩
の
家
、
中
央
公
民
館
の
各
施

設
を
考
え
て
い
る
。

　

特
に
、
中
央
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
福
祉
の
拠
点
づ
く
り
と

い
う
新
た
な
視
点
を
加
え
、
そ

の
あ
り
方
の
検
討
を
進
め
て
い

く
。

　

将
来
的
に
は
、
現
在
計
画
さ

れ
て
い
る
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

利
用
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
あ

る
。　
　
　

※
他
に
「
子
供
の
虐
待
に
つ
い

て
」
の
質
問
。

　
　

名
鉄
知
多
武
豊
駅
か
ら
Ｊ

Ｒ
武
豊
駅
ま
で
は
、
町
の
総
合

計
画
に
お
い
て
も
中
心
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
計
画
の
大

き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　

将
来
的
な
駅
西
側
の

町
の
玄
関
口
と
し
て
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
付
近
道
路
の
交
通

や
交
通
量
の
状
況
、
地
域

経
済
の
発
展
な
ど
の
観
点

か
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
と
な
る
よ
う
、
検
討

し
て
い
く
。

　
　

具
体
的
に
大
き
な
支

障
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　

整
備
区

域
の
関
係
住
民
の
合
意
形

成
を
得
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
整
備
手
法
や
国

お
よ
び
県
の
補
助
な
ど
を

含
め
、
整
備
費
用
の
確
保

な
ど
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　

一
体
的
整
備
が
必
要
と
思

う
が
、
用
地
取
得
を
含
め
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

み
ゆ
き
通
り

の
拡
幅
工
事
に
お
い
て
、
名
鉄

の
踏
切
改
良
工
事
に
よ
り
、
消

防
署
前
の
道
路
へ
の
交
互
通
行

が
可
能
と
な
る
計
画
で
あ
る
。

　

駅
西
側
の
一
方
通
行
の
道
路

利
用
形
態
が
変
わ
る
こ
と
を
想

定
し
、
駅
西
側
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
く
。

個人質問 町政を問う！

森田　義弘 議員 町内施設の有効活用を図る
老人福祉センターの代替は

答

問

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に

名
鉄
武
豊
駅
周
辺
整
備

岩瀬　計介 議員

名鉄知多武豊駅西側周辺の整備は
答

問

問問

問

問問

答

町
長

答

町
長

答

厚
生
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

■名鉄知多武豊駅西交差点

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を

■老人福祉センター
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